臺北賓館導覽文稿
台北賓館のガイダンス
【歴史】
台北賓館は、もともと日治時期において、台湾総督府の官邸であり、日本の第４番目の台湾総督だった児玉源太郎（Kodam　　Gentaro）は、西暦1899年に命令を下して、建設に着手したことである。福田東吾（Fukuta Togo）は設計して、3年続いて、1901年9月26日に正式に落成した。当時の総督官邸はルネッサンスのスタイルに従って、デザインをした煉瓦と石材が混合される二階の建物であり、その中にかなり数の石材は撤去された台北城の城壁から採集した石材であり、特に建築物の基座は最も代表性が具有されているのである。

福田東吾　氏が設計する当初において、台湾の深刻なシロアリの問題までに配慮したことがなかったため、屋根とインテリアデザインはたくさんの木造の建築材料を使っていたために屋根はごく短い10年内でシロアリの深刻な侵蝕に遭わされたんである。1911年には、どうしても改築する工事が行わなければならなかったことに至っていた。
1911年の総督官邸の改築する工事は、森山松之助が（Moriyama Matsunosuke）設計して、1913年3月31日に竣工した。今回の改築はアリの侵蝕する問題に対して、屋根の棟梁を鉄筋の構造に変えたことで、当時の台湾にとって、正に最も先進的な蟻防止工法だと言えることであった。室内空間も官邸の使用機能に応じて改造が行われて、最大の変化としては外観がルネッサンスのスタイルからパロックのスタイルに変えたことである。
約90年の時間を経て、台北賓館は、すでに多くの場所に損傷の兆しが現れて、外交部は文化資産が消えていく恐れがあると思ったために2003年8月18日から台湾の祖国帰還以来の最大規模の修繕工事が始まった。

今回の修繕する工事は、3年間も続いて、2006年5月14日に正式に竣工して、損壊した部分が元の建築工法に依って。修繕したほかに、なお歴史の写真に依拠して、再び台北賓館の新築した当時の構えと風貌を還元させていて、百年前の台北賓館の風采を国民の前に再現させていることである。
【前の庭園及び建物の外観】
台北賓館の前の庭園は、フランス式の幾何形の庭園であり、左右は互いにつりあいがとれていて、2003年に修繕する時、歴史の文献にあった記載の内容に依拠して、当時の構えと風貌を再現し、庭園の中央には、一基のパロック式の噴水池があり、造形は、極めて優雅である。
　　外観はパロック式の建築風格で、左側は円形の屋根、右側が四角形のベランダなので、アシンメトリーの設計であり、自由的、かつロマンチックな雰囲気が満たされている；建築物の四方はすべて、ベランダがあって、比較的に欧米諸国は東南アジアの植民した都市での建築風格と似ているのである。このような設計は台湾のひどく暑くて湿っぽい気候があったせいのこと以外に、当時日本の台湾を経営する企みをも垣間見ることもできる。
建物の真正面には華麗なギリシア式の山壁が飾られており、山壁のちょうど中央の位置では、1対の三角形から構成して、「台」の漢字の図案と似ていて、この建物を代表するのは台湾総督のシンボルである；ベランダの支柱は、オーストニック式の双柱の造型が採用されている；屋根は険しくて高くて大きいマーサー式の斜めな屋根で、すべては、豪華な気概が現せる視覚効果は、呈されていることである。
3階の四角形のベランダは、3階の唯一の空間で、当時ではここから台北の街並みに遠くから眺めることができて、裕仁皇太子がデモ行列の歓声を受けて返礼する地方場所だったのである。
【 1 階　広い間】

　　臺北賓館在設計之時，除了將這裡作為總督生活起居的空間外，也同時設定為總督行政辦公及接待賓客的場所，為了滿足這三大機能的需求，臺北賓館的大廳設計採取挑高的樓板、古典比例的壁面、大型的水晶吊燈、細緻的灰泥雕塑及天花板線腳，完全展現了總督官邸應有的氣派，2003年整修之後，泥塑雕花及牆面線條更重新按上金箔，充滿了皇室貴族富麗堂皇的風格。

台北ホテルは設計の時、ここを総督の生活する日常生活の空間にする以外、同時に総督の行政の事務および客を受け付ける場所にも設定して、この三大機能の需要を満足させるため、台北ホテルの大広間設計が1荷の高い床をとる、古典の割合の壁の面、大型の水晶のペンダントライト、入念なしっくいの彫塑と天井板の縫い目、完全に総督の官邸のあるべきな気概が現れて、2003年に修繕した後に、泥人形の彫りと壁面の線は更に再び金箔を押して、皇室の貴族の立派で堂々としている風格を満たしました。


台北ホテルで設計するの時，の他にここを総督として起き伏しが生活するの空間外，も同時に設定してなのか総督の行政が執務して、そして来客を応接した場所，この三大機能が満足するためにの需要，台北ホテルの大広間取って古典比例を板、を高い階選ぶ壁面、を設計する大型のクリスタルペンダントランプ、はきめ細かい漆食は塑像を作る及び天井の罫足の，は泥人形の彫りが 2003 年，を改修した後総督の官邸があるべきだ##た気概，が完全に展開した及び壁面線条もっともう一度押す上金箔，は皇室の貴族に満ち溢れていた立派で堂々であるのスタイル。
　　大廳地面鋪設的，則是從英國進口的維多利亞磁磚，除了部分破損區域在2003年重新仿製鋪設以外，大多數磁磚的背面都還有英國的窯印及日期，可謂相當珍貴。


大広間の地面は敷いて、イギリスから輸入するビクトリアの磁気のれんがで、一部の破損している地区が2003年に再び模造して敷く以外にを除いて、大多数の磁気のれんがの背面のすべてイギリスがまだあるかまど印と期日、とても貴重なことと言えます。


大広間地面が敷いた，は英国から輸入するビクトリアタイル，だの他に部分区域がが破損して 2003 年にもう一度模造して敷く以外，大多数タイルの後ろがまだ英国の窯刷る及び期日，言えるかなり貴重な。

　　大廳及中央走道，將整棟建築物以十字型劃為東西兩翼、南北兩側，每翼每側都賦予了不同的機能；大門左側的空間是通往二樓的樓梯、右側的空間則是供訪客等待的應接室，旁邊一牆之隔的是副官室、書記室等房間。
大広間と中央の歩道、全体のの建築物は両翼、南北の両側を10字形が漕ぐことをものにして、すべての翼すべての側はすべて異なる機能を与えました；表門の左側の空間は2階の階段、右側に到達する空間が訪問者の待つ応接室を供えるのなので、そばの1壁のはあけるの副官室、書記室などの部屋です。

大広間は中央の歩道，とまる一一棟の建物を十のフォントで南の北の二の側，を物の二の翼、に仕切って翼ごとで側ごとに異なっている機能；を授けました大門の左側の空間は右側の空間が二階の上がり段、を通じるのだのが来客を提供するのだ##て待つのは側一の壁が室，を応接するの隔てるの副官室、書記室などの部屋の。だ

【1樓  第一客室、會議室、副官室】

【1階の  第一客室、会議室、副官室】

【 1 階最初の室、会議室の、副官室】

　　經過中央走道，左、右兩側便是這棟建築物主要的社交空間。右手邊的稱為第一客室，緊接著的是會議室，歷任總統曾在這間會議室接見了無數的貴賓，其中又以1957年日本首相岸信介（Kishi Nobusuke）、1981年新加坡總理李光耀、2005年美國前總統柯林頓等人最具代表性。
中央を通る歩道、左、右両側はこの建築物の主要な社交空間です。右手の辺のは第一客室と称して、すぐ引き続くの会議室で、大統領を歴任してこの間で会議室が無数な貴賓に接見すていことがある、その中はまた1957年の日本の首相の岸信介（Kishi Nobusuke）、1981年のシンガポールの首相のリー・クアンユー、2005年の米国の前大統領のクリントンなどの人で最も代表性を備えます。

右二の側が中央の歩道，の左の、を通り掛かるだこの建物の主な社交空間。右手の辺の言う最初室，追っ掛けのです会議室，歴任大統領がかつてその中，がこの会議室で無数の貴賓を接見したまた 1957 年日本の首相で岸は手紙は（ Kishi Nobusuke ）、シンガポール総理リー・クアンユー、アメリカクリントン前大統領を介して 1981 年 2005 年人を待って最もあって性。を代表する

　　會議室牆上所掛的字畫，是名書法家董陽孜所寫「美意延年」、「日新無疆」，董老師的書法跳脫傳統字體，自成一格，這裡的「美意延年」以波浪狀的筆觸延展開來，象徵著臺北賓館的風華之美在無垠的歲月中歷久彌新；而「日新無疆」結構厚實，代表著不斷追求精進踏實的精神。

会議室の壁の上で掛かった書画、名の書家の董陽孜が「厚意の長生き」、「日に日に新しくなり限りがない」を書いたので、董先生の書道は跳んで伝統のフォントを脱いで、1格になってから、ここの「厚意の長生き」は波浪の形の筆触の延長で来て、果てしない歳月の中で台北ホテルの風采と文才の米長い間がたつ弥新を象徴します；「日に日に新しくなり限りがない」構造は分厚くて、絶えず精進の落ち着いている精神を求めることを代表しています。

会議室の壁の上で掛ける掛け字，はなのか書家「は好意は年」を延びることを鮮やかな孜を管理して書く、の「日の新しい限りがない」，先生を管理するの書法跳んで脱ぐ伝統的な字体，からここを一の格子，になるの「は好意は年」を延びる波の形状の筆触が延びて，を繰り広げて台北ホテルを象徴した##た風采と文才でのアメリカが無い垠があるの年月の中に何年にもわたって彌の新しい；そして「日の新しい限りがない」の構造の厚い充実する，は代表していて絶えず精進して着実な精神。を追求します

　　此外，在這裡還可以發現一個歐洲建築的重要元素 ─ 壁爐，臺北賓館有17座壁爐，每一座都有不同的圖案，有樸素典雅的單色磁磚，也有畫工細緻的手繪磁磚，還有生動立體的浮雕磁磚，越是重要的社交空間，其花樣越見華麗，以第一客室為例，壁爐上的就是細緻的浮雕磁磚。


それ以外に、ここで更に１つのヨーロッパの建物の重要な元素を発見することができます ─ ペーチカ、台北ホテルは17基のペーチカがあって、一基ごとにすべて異なる図案があって、質素で優雅な単色の磁気のれんががあって、画工の入念な手描き絵の磁気のれんが、ある生き生きとしていて立体の浮き彫りの磁気のれんが、もっと重要な社交空間、その種類はもっと華麗なことに会って、第一客室を例にして、ペーチカの上は入念な浮き彫りの磁気のれんがです。


尚，はここでさらに発見することが出来る一個ヨーロッパが建築したの重要なエレメント─ペーチカ，台北ホテルある 17 座がペーチカ，が一座ごとに異なっている絵柄，奥床しい単色タイル，が簡朴があっても作業を描くきめ細かい手があってタイル，を描いてまだある生き生きとするタイル，が雕が立体的に浮かぶのがもっと重要な社交空間，だあの文目もっと華麗な，を会って最初の室を例，にするペーチカ上のタイル。が雕がきめ細かく浮かぶのだ

　　臺北賓館除了壁爐的瓷磚以外，從窗簾盒也可以窺探出過去的空間運用，每一個室內空間，窗簾盒的造型都有所不同，最為其次的空間僅採用窗簾桿，而越為重要的空間，窗簾盒的造型則越為豐富多元。以旁邊的副官室為例，就只有窗簾桿，而沒有窗簾盒。
台北ホテルはペーチカのタイル以外、カーテンの箱からも向こうへ行った空間の運用をうかがい探りだすことができて、すべての室内の空間、カーテンの箱の造型はすべて違う所があって、最もその次の空間はただカーテンの竿だけを採用して、もっと重要な空間のため、カーテンの箱の造型はもっと豊富な多元のため。そばの副官室を例にして、カーテンの竿だけあって、カーテンの箱がありません。

台北ホテルペーチカのタイルのほかに，カーテン箱からも過去をうかがい探ることが出来る空間利用，全てのインドアの空間，カーテン箱のスタイルは全部ある程度異なっている，は最もなのか次にの空間ただカーテンを採用して，を伸ばすそしてもっとに重要だ空間，カーテン箱のスタイル即ちもっとさまざまな。が富むために側の副官の室を例，にするただカーテンは，を伸ばして。をカーテン箱ない

【1樓　第二客室、大食堂】

【1階　第二客室、大きい食堂】

【 1 階二客目の室、の大きい食堂の】

　　第二客室與第一客室相對應，分居1樓廣間的左、右兩側，大食堂則一直作為這裡最主要的宴客場所，維繫臺灣主權甚鉅的中日和約也是在此處簽署。
第二客室と第一客室は対応して、別居の1階が広い間の左、右両側、大きい食堂はずっとここの最も主要な客を招いて宴を張る場所にして、台湾の主権硬い鉄の中日の平和条約をつなぎとめるのも非常にこのところで締結するのです。

二客目室最初の室と相対的だべき，別居する 1 階広い間の左の、です右二側，の大きい食堂ここを即ちでずっとして場所の，が最も主に客を招いて台湾の主権のひど過ぎる鉅を繋ぐの中日平和条約もここで。を署名するのだ

【2樓　第一居間】

【2階　第1中に立って】

【 2 階第一の仲立ち】

　　第一居間在當年，是整棟建築物中唯一鋪設日式榻榻米的場所，是最重要的日式社交空間；現在這裡所擺放的裝飾櫃，是由2樓廣間移來，是當年日本總督所留下的文物之ㄧ；這個櫃子的雕飾相當華麗，上層的造型是四隻鶴及龜甲，象徵長壽，四支柱子是菊花造型，象徵日本皇室，櫃子的四面則分別雕刻著日本四個著名的風景，內部則是刻畫著76隻造型不同的鶴，整個櫃子的每一處雕工都相當精緻，非常珍貴。
第1中に立ってある当時、全体の建築物の中で唯一日本式畳の場所を敷くので、最も重要な日本式社交空間です；今のここのレイアウトした装飾の箱、2階が広い間にから移してくるので、当時の日本の総督の残した文化財の〓です；この戸棚の彫刻装飾はとても華麗で、上層の造型は4羽のツルとカメの腹甲で、長寿を象徴して、4本の柱はキクの花の造型で、日本皇室を象徴して、戸棚の四方はそれぞれ日本の4つの有名な景色を彫刻して、内部は76匹の造型の異なるツルを描写しているので、全体の戸棚のワシの労働者ごとにはすべてとても精致で、とても貴重です。


第一その年に仲立ちをする，はまる一棟の建物の中の唯一の舗装の日本式畳の場所の，だのが一番重要な日本式社交空間；だここ今置く飾りケース，ですから 2 階の広い間で移してくる，はその年の日本の総督が余した文物のㄧ；だこの戸棚の雕演じるかなり華麗だ，上層のスタイルです四匹の鶴及び亀甲，は永生，の四本の柱を象徴するのです菊のスタイル，が戸棚が日本の皇室，を象徴した四面が内部が有名だ風景，がが即ちで別々に日本四個を彫っていて 76 匹浮き彫りしていて異なっている鶴，の完全の戸棚が造型するの全ての雕作業かなり精緻な，非常に貴重な。

【2樓　第二居間、書齋、第一寢室】

【2階　第2中に立って、書斎、第1寝室】

【 2 階第二仲立ち、書院、第一の寝室】

　　這裡是總督與家屬日常起居的生活場所，雖然屬於較私密的空間，但依然展現了宏偉的氣勢。書齋兩側牆上掛的分別是仿製的明石元二郎（Akashi Motojiro）總督及北白川宮能久（Kitashirakawa Yoshihisa）親王所寫的漢詩。

ここは総督と家族の日常の日常生活の生活の場で、プライバシーの空間に比べて属しますが、しかし依然として雄壮偉大な気勢が現れました。書斎の両側の壁の上で掛かる別れは模造する明礬の元の二郎（Akashi Motojiro）の総督と北の白川の宮長い（Kitashirakawa Yoshihisa）の親王の書く漢詩です。


ここは総督と家族だ日頃起き伏しの生活場所の，けれどもわりにプライベートな空間，に属するしかし広壮だ意気。が相変わらず展開した書院の二の卑賤な壁の上で別々に掛けるのが模造する明石元二郎（ Akashi Motojiro ）総督及び北白い川宮さんだ出来る長い（ Kitashirakawa Yoshihisa ）親王書く漢の詩。

　　第一寢室區分為大、小兩間，較大的當年規劃為總督夫人的寢飾，小間的是總督子女的寢室，後來則也常作為總督夫人化妝更衣的空間。
第1寝室は区分して大、小さい二間になって、わりに大きい当時の計画は総督の夫人の眠る装飾のため、小さくの間は総督の子女の寝室で、それからも常に総督の夫人の化粧して着替える空間にします。


第一寝室大きい、を分類される小さくて二間，わりに大きいその年総督夫人の墓が，の小さい間を演じたのが総督子どもだ##た寝室，に企画するそれからつも常に総督夫人の化粧として着替える空間。

【2樓　廣間、大客室】

【2階　広い間、大客室】

【 2 階広い間の、の大きい客の室】

　　2樓廣間的東側牆面，有一面彩色鑲嵌玻璃，圖案利用自然線條展現出花草的景色，具有濃厚的德國風格，據考證這是1913年改建時所設，原本有兩扇，另一扇已不存在；此外，樓梯上方的水晶吊燈也是日據時代所遺留，燈座的底部刻印著1879，推測應為出廠年份，兩者都具有相當悠久的歷史。
楼広の間の東の側の壁面、1枚のカラーのモザイク・ガラスがあって、図案は自然な線を利用して草花の景色に現れ出て、濃厚なドイツの風格があって、これが1913年改築するのなことを考証するによると時に設けて、もとは2枚あって、もう一つの枚はすでに存在しませんでした；それ以外に、階段の上方の水晶のペンダントライトも日時代によって残したので、ランプソケットの底部は刻んで1879印刷して、推測は工場出荷する年度のために応じて、両者はすべてとても悠久の歴史があります。


階広い間の東が，を壁面卑賤だてガラス，の絵柄の利用の自然な線条を象嵌する一面のカラーがあって草花が展開した景色，ある濃い厚いのドイツのスタイル，これを考証するによってです 1913 年直して建てる時に，を設けて一の扇子が別に二の扇子，が本来あってもう；が存在しなくた尚，上がり段の上のクリスタルペンダントランプもその日にによる時代は灯座の基部が，を遺留して 1879 の，を印刻していて推測するのが両者が工場の年分，を出すためにかなり悠久な歴史。があるはずだ

　　目前在這裡所陳列的銅像，是參考美國費城國家憲法中心（National Constitution Center）制憲廳（Signers’ Hall）的作法，還原中日和約的簽署場景，簽署者分別是我方代表葉公超以及日方代表河田烈（Kawada Isao）。


現在ここにあって陳列した銅像、米国フィラデルフィアの国家憲法センター（National Constitution Center）の憲法制定ホール（Signers’ Hall）の方法を参考にするので、還元の中日の平和条約のはシーンを締結して、締結者が別れるのは当方が葉の公に日本側の代表の河田の激しい（Kawada Isao）を超えるようにおよび代表するのです。


現在ここに陳列している銅像は，はアメリカフィラデルフィアの国家の憲法の中心の（ National Constitution Center ）制憲庁（ Signers ’ Hall ）を参考する作法，還元中日の平和条約だのは，がシーンを署名するのが人を署名するのが別々に当方だ代表葉公すごく及び日の方は川の田烈（ Kawada Isao ）。を代表する

    中日和約是由我國及日本在1952年4月28日所簽署，象徵三個層面的意義：

  一、正式結束我國與日本的戰爭狀態。

　二、確認臺灣、澎湖主權歸還中華民國。

　三、恢復中華民國與日本的正常雙邊關係。


中日の平和条約は我が国と日本から1952年4月28日に締結したので、3つの方面の意味を象徴します：
1、 正式に我が国と日本を終える交戦状態。

2、 台湾、澎湖の主権が中華民国に返すことを確認します。

3、 中華民国と日本を回復する正常な双方の関係。

中日平和条約はわが国及び日本によって 1952 年 4 月 28 日に，が三つの範囲を象徴した意味：を署名するのです
  一の、の正式な終わりのわが国と日本の戦争状態。
 二の、は澎湖の主権が台湾の、を確認して中華民国の。を返します
 三の、は中華民国と日本の正常な対の辺で回復して。を関わります
廣間的前方是大客室，這裡的左、右兩側橫樑上各有一尊泥塑的梅花鹿頭，是當時最主要的會客空間，也常常作為皇室華族接待賓客的謁見場所，日本昭和天皇在皇太子的時期，就曾經在這裡接見過臺灣的百官仕紳。
広い間の前線は大客室で、ここの左、右両側の横梁の上でそれぞれ1つの泥人形があるニホンジカの頭、その時最も主要な客に会う空間で、いつも皇室の華族の客を受け付ける謁見の場所にもして、日本の昭和天皇は皇太子の時期、ここで台湾の百官の仕の紳に接見したことがあってことがある。


広い間の前方は大きい客は室，のここの左の、は一体の泥人形が右二の側横梁の上にそれぞれある梅花鹿頭，だのが空間，がも常に皇室の華族として来客を応接した謁が当時最も主に面会するのだ##て皇太子の時期，でここで台湾を接見したことがあるのを日本の昭和天皇が場所の，がが会うの百官仕紳。

【2樓　配膳室、朝餐室、第二寢室】

【2階　配ご飯室、朝食事室、第2寝室】

【 2 階食べもの室、を配合して茶の間、に向かう第二の寝室】

　　第二寢室特別之處，是這裡的衣櫃、梳妝臺都是直接崁入牆中，這是其他房間所沒有的特色，衣櫃上面是石榴的圖案，象徵多子多孫，巧妙的結合了中國的元素在其中。目前陳列在這裡的沙發，是滿清時代袁世凱在李氏朝鮮（韓國）擔任通商大臣時所使用的沙發椅，迄今已有100餘年的歷史。
第2寝室の特別な場所、ここの洋服だんす、化粧台なのはすべて直接な〓が壁の中に入るので、これはその他の部屋のない特色で、洋服だんすの上はザクロの図案で、多い子の多い孫を象徴して、巧みな結び付けた中国の元素はありますその中。現在ここにあるソファーを陳列して、清朝の時代の袁世凱の李氏朝鮮（韓国）が通商する大臣を担当する時使ったソファーで、今まで100数年の歴史にすでにありました。

二寝室の特別だ部局目の，はなのかここの箪笥、化粧台は全部直接な崁はこれが壁の中，を入るのだのですほかの部屋がないの特色，箪笥上です石榴の絵柄，が子の多い孫は，は巧みに中国を結合した多いエレメントを象徴するでその中。現在ここに陳列するソファー，はなのか清朝時代の袁世凱ある李氏朝鮮の（韓国の）担当して大臣が通商する時使用するのソファー，は今までもう 100 の余年があったの歴史。

　　朝餐室則是總督早晨用餐之處，餐點在1樓烹調完畢之後，由手動的送菜梯直接送到旁邊的配膳室，配膳完畢之後再送到朝餐室給總督食用。

朝食事室は総督が朝食事の場所を使うので、食事点は1階の料理が終わった後で、手動のが野菜にはしごを直接送るそばの配ご飯室を送るから、ご飯を配合して終わった後に再び送る朝食事室は総督に食用します。

朝の茶の間です総督の朝が食事を取った部局，食事で 1 階は調理が，を終わった後、手によっていつも野菜階段を送って直接に側に送るのは食べもの室，を配合して終わった後食べものを配合して、再び朝の茶の間に送って総督の食用。を上げる

    目前配膳室所陳列的，是早期外交部辦理國宴時的菜單，以及仿製的臺灣總督專用餐具，碗盤上面都印有象徵臺灣總督的「台」字印記，前述的手動送菜梯則在配膳室的角落，目前仍保存得相當完整，在臺灣亦相當罕見。

現在配ご飯室は陳列して、初期外交部の政府主催の宴会の時を取り扱うメニューで、および模造する台湾の総督の専用の食器、碗は上をぐるぐる巻いてすべて印刷してあって台湾の総督「台」の字の印を象徴して、前述べる手動は野菜にはしごをある配ご飯室の隅を送って、現在依然として保存するのがとても完備していて、台湾でまたとてもめったにありません。

現在食べもの室が陳列した，を配合するですある早期の外務省は国の宴を扱う時の献立，及び模造するの台湾の総督専用の食器，茶碗盆の上に台湾の総督を象徴するのを持つ「台」文字刷って，の前述の手を覚えっていつも野菜階段を送って即ち食べもの室を配合している片隅，を刷って現在やはりも台湾で完全な，をかなり保存するかなり珍しい。

【後庭園】

【後の花や木のある庭】

【後ろに庭園の】

    臺北賓館後庭園是標準的日式庭園，以朱雀、玄武、青龍、白虎「四相神獸」格局造景，水池形狀近似中文字的「心」；庭園植栽有北方的松樹、也有南方的蒲葵，充滿了多樣性，是臺灣最早、最具規模的日式庭園，也是目前世界上除了日本境內以外，規模最大的日式庭園。

台北ホテルの後で花や木のある庭は標準的な日本式花や木のある庭で、朱雀、カメ、蒼竜、白虎「4様子の神のけもの」構造の造景で、プールの形が似ている中に文字「心」；花や木のある庭は北方があるマツの木を転倒して、南方の蒲葵を植えて、多様性を満たして、台湾が、最も規模を備える日本式花や木のある庭が一番早くて、日本の境界内以外現在の世界で、規模の最大の日本式花や木のある庭。

台北ホテルが後ろに庭園はなのか基準の和式庭園，朱雀、の玄武、の青い竜、で白虎の「四お互いに神様獣」構えビュー，プールの形を作って中国語文字を近似するの「心」；庭園の植は北方がある松の木、がも南方があった蒲葵，を栽培して多様な性，に満ち溢れていてなのか台湾が最も早い、最も規模をあるの和式庭園，も現在の世界中だ日本国内のほかに，の規模の最大の和式庭園。

